
 

図２ マプングブエの位置 （拡大図） 

SRTM-3（90mメッシュ）を使用、ArcGIS 10.8.1を援用により作成 

図１ マプングブエの位置  

SRTM-3（90mメッシュ）を使用、ArcGIS 10.8.1を援用により作成 



         

 

 

     

 

 

 

 

図３ K2時代の居住遺跡 （出典 Huffman 2015b: 21 Fig. 3a） 

 

図４ マプングブエ時代の居住遺跡 （出典 Huffman 2015b: 22 Fig. 3b） 
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図５ 地形図上に記した K2時代の居住遺跡 （SRTM-1より作成，遺跡分布は Huffman 2015b） 
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図６ 地形図上に記したマプングブエ時代の居住遺跡（SRTM-1より作成，遺跡分布は Huffman 2015b） 



 

 

写真１ マプングブエの丘  

（出典 当研究チーム撮影） 

 

写真２ マプングブエの遺物包含層の保存展示  

（出典 当研究チーム撮影） 

 



 

 

 

 

 

 

図７ マプングブエの丘と周囲の構造物と機能 

（出典 Chirikure et al. 2014: 15 Fig.17） 

 



 

図８ K2およびマプングブエの丘付近の標高分布図および地形断面図 

AW3標準版地形データ 2.5m解像度 DTMを用いて ArcGIS 10.8.1で作成 

 

図９  マプングブエの丘付近の標高分布図 

AW3標準版地形データ 2.5m解像度 DTMを用いて ArcGIS 10.8.1で作成 
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図１０ 産金地帯（黄色で表記）と時代ごとの交易ルート（オレンジ： マプングブエ時代, 青： グレー

トジンバブエ時代） 

（出典 Chirikure et al. 2014: 15 Fig.17を元に当研究チーム作成） 
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図１１ 地形図に基づくマプングブエからチブエネまでの交易路の推測 

SRTM-3（90m メッシュ）を使用し，ArcGIS 10.8.1 を援用し作成 


